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活性金属および塩化剤（/ 酸化剤）を
利用する貴金属の新回収プロセス

従来法と本プロセスの比較
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長時間の処理が必要、多量の廃液発生

(M: Pt, Rh等)
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塩酸水溶液

(R: Mg, Ca 等)
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FeCl3 等
(または O2)

貴金属 (M) 含有スクラップ

廃液
合金化・塩化処理によりPt及びRhの
溶解効率が飛躍的に向上した

塩酸水溶液への溶解結果
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活性金属－貴金属合金合成
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合金化・塩化処理を利用する貴金属の新湿式回収法の開発
溶解時間の短縮および廃液排出量の削減が可能な環境調和型プロセス
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